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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月9日(2013.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デコーダ回路を備え、前記デコーダ回路は、データ復号アルゴリズムの一部として前記
デコーダ回路の内部で少なくとも１つのデコーダ・メッセージを発生することによってデ
ータ復号アルゴリズムを実行するように動作可能であり、さらに、
　スカラ回路を備え、前記スカラ回路は、前記デコーダ・メッセージに可変スカラ値を掛
けるように動作可能である、データ処理回路。
【請求項２】
　前記可変スカラ値が第１のスカラ値と第２のスカラ値とを含み、前記デコーダ回路が第
１の復号処理と第２の復号処理とを行うように動作可能であり、前記スカラ回路が、前記
デコーダ・メッセージに第１の復号処理中に第１のスカラ値を掛け、第２の復号処理中に
第２のスカラ値を掛ける、請求項１に記載のデータ処理回路。
【請求項３】
　前記第１の復号処理が前記データ処理回路の第１のグローバル反復の一部として行われ
、前記第２の復号処理が前記データ処理回路の第２のグローバル反復の一部として行われ
る、請求項２に記載のデータ処理回路。
【請求項４】
　前記第１の復号処理が前記データ処理回路の第１のローカル反復の一部として行われ、
前記第２の復号処理が前記データ処理回路の第２のローカル反復の一部として行われる、
請求項２に記載のデータ処理回路。
【請求項５】
　前記第１のスカラ値が前記第２のスカラ値より大きく、前記第１のスカラ値が、前記デ
ータ復号アルゴリズムの高速の収束を促進するように選択され、前記第２のスカラ値が、
強化された情報を前記データ復号アルゴリズムに提供するように選択される、請求項２に
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記載のデータ処理回路。
【請求項６】
　前記デコーダ回路が低密度パリティ検査デコーダである、請求項１に記載のデータ処理
回路。
【請求項７】
　前記低密度パリティ検査デコーダが少なくとも１つの可変ノードと少なくとも１つの検
査ノードとを含み、前記デコーダ・メッセージが前記可変ノードから前記検査ノードへ渡
される、請求項６に記載のデータ処理回路。
【請求項８】
　前記低密度パリティ検査デコーダが少なくとも１つの可変ノードと少なくとも１つの検
査ノードとを含み、前記デコーダ・メッセージが前記検査ノードから前記可変ノードへ渡
される、請求項６に記載のデータ処理回路。
【請求項９】
　前記データ処理回路が記憶装置の一部として実装される、請求項１に記載のデータ処理
回路。
【請求項１０】
　前記データ処理回路がデータ伝送装置の一部として実装される、請求項１に記載のデー
タ処理回路。
【請求項１１】
　前記データ処理回路が集積回路の一部として実装される、請求項１に記載のデータ処理
回路。
【請求項１２】
　データ復号アルゴリズムの一部としてデータセットに対応する少なくとも１つのデコー
ダ・メッセージを発生することを含む、データ復号回路が前記データセットにデータ復号
アルゴリズムを適用するステップと、
　前記デコーダ・メッセージに可変スカラ値を掛けるステップとを備える、データ処理の
ための方法。
【請求項１３】
　前記可変スカラ値が第１のスカラ値と第２のスカラ値とを含み、前記デコーダ・メッセ
ージが第１のデコーダ・メッセージであり、前記第１のデコーダ・メッセージに前記可変
スカラ値を掛けることが、前記第１のデコーダ・メッセージに前記第１のスカラ値を掛け
ることであり、前記方法がさらに、
　前記データセットの派生物に対応する少なくとも第２のデコーダ・メッセージを処理す
ることを含む、前記データセットの前記派生物に前記データ復号アルゴリズムを適用する
ステップと、
　前記第２のデコーダ・メッセージに前記第２のスカラ値を掛けるステップとを備える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも前記第１のデコーダ・メッセージを処理することを含む、前記データセット
に前記データ復号アルゴリズムを適用するステップが、データ・デコーダ回路の第１のロ
ーカル反復の一部として行われ、少なくとも前記第２のデコーダ・メッセージを処理する
ことを含む、前記データセットの前記派生物に前記データ復号アルゴリズムを適用するス
テップが、前記デコーダ回路の第２のローカル反復の一部として行われる、請求項１３に
記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも前記第１のデコーダ・メッセージを処理することを含む、前記データセット
に前記データ復号アルゴリズムを適用するステップが、データ・デコーダ回路とデータ検
出器回路とを含むデータ処理回路の第１のグローバル反復の一部として行われ、少なくと
も前記第２のデコーダ・メッセージを処理することを含む、前記データセットの前記派生
物に前記データ復号アルゴリズムを適用するステップが、前記データ処理回路の第２のグ
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ローバル反復の一部として行われる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記データ復号アルゴリズムが低密度パリティ検査復号アルゴリズムである、請求項１
２に記載の方法。
【請求項１７】
　データ復号アルゴリズムの一部として少なくとも１つのデコーダ・メッセージを発生す
ることによってデータ復号アルゴリズムを実行するように動作可能なデータ・デコーダと
、
　前記デコーダ・メッセージに可変スカラ値を掛けるよう動作するスカラ回路とを備える
、データ処理システム。
【請求項１８】
　前記データ処理システムが集積回路の一部として実装される、請求項１７に記載のデー
タ処理システム。
【請求項１９】
　前記データ処理システムが、記憶デバイス及び受信デバイスからなる群から選択される
デバイスの一部として実装される、請求項１７に記載のデータ処理システム。
【請求項２０】
　前記可変スカラ値が第１のスカラ値と第２のスカラ値とを含み、前記デコーダ回路が、
第１の復号処理と第２の復号処理とを行うように動作可能であり、前記スカラ回路が、前
記デコーダ・メッセージに第１の復号処理中に第１のスカラ値を掛け、第２の復号処理中
に第２のスカラ値を掛ける、請求項１７に記載のデータ処理システム。
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